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～みんなちがうから すてきなんだ～ 

「みんなが楽しい学校」を みんなでつくろう 
丹波篠山市立味間小学校  令和７年６月２７日発行 

  

６月は学校園安全月間 
 平成 22 年 6 月 2 日、市内の小学校で児童が校舎から転落し、亡くなるという痛ましい事故があ

りました。この事故を受けて、丹波篠山市では 6 月を「学校園安全月間」と定めています。 

今年の 6 月 2 日、全校朝会では「みんなの力で『安全な味間小学校』をつくっていこう」という

テーマで話をしました。児童 600 人の安全を守るには、大人の力だけでは限界があります。子ども

たち一人ひとりも、「自分の安全」「まわりの人の安全」を考えながら行動することが大切です。 

より安全な学校を目指して、大人も子どもも日々安全意識を高めていきたいと思います。 
 
人権朝会 
 ６月の人権朝会は、体育館に集まるのではなく、各教室で実施しました。今回は「メディアリテラ

シー」をテーマに、「スマホやタブレットを使うことで、自分にとってよいこと、よくないことは何

か」（学年に合わせて表現は変えています）について話し合いました。 

１・２年生は担任と一緒に話し合い、３・４年生、５・６年生は２学 

年が混ざった４～５人のグループをつくって意見を出し合いました。 

これまでの人権朝会では、体育館に集まって教師の話を聞くことが多 

かったのですが、今回は全校児童が一つのテーマについて主体的に考 

え、話し合うという、新しい形での取り組みとなりました。 
 

キャベツ収穫体験（３年生） 
 学校横の畑で給食用の野菜を育てて提供されている地域の方の協力で 

３年生がキャベツ収穫体験を行いました。収穫方法の説明を受け、子ど 

もたちは大きく育ったキャベツの根元部分を鎌で切りはなし、収穫して 

いきました。毎日おいしくいただいている給食ですが、食材を提供され 

ている農家の皆様のおかげであることを実感することができました。 
 

自然学校（５年生） 
５日間すべて快晴に恵まれ、「これぞ自然学校！」という最高の天気のもとで活動することができ

ました。すべてのプログラムを予定通り実施でき、大きなけがや病気もなく、 

充実した自然学校となりました。若いリーダーの皆さんとも心が通い合い、 

子どもたちにとっては笑いあり、感動ありの楽しい思い出に残る時間になっ 

たことと思います。５年生は仲間意識が高く、困っている友だちがいれば 

自然に助け合い、互いに協力しながら活動する姿がとても印象的でした。 



主体的・対話的で深い学び 

 2020 年から始まっている現学習指導要領の目玉として「主体的・対話的で深い学び」というキー

ワードがあります。これからどのような授業のあり方が望ましいかを研究していくうえでの視点で

す。今まで、学校教育で重視されていたのは、「自主的」な子どもの姿です。現学習指導要領が求め

ているのは「主体的」な子どもの姿です。このちがいについて、簡単にお伝えすると・・ 

「自主的」・・・①自分の意志で粘り強くやり抜く力 

「主体的」・・・①自分の意志で粘り強くやり抜く力 

        ②自分に合った方法を選択し、スピードも自分で調整する力 

「自主的」は、①のみ。「主体的」は、①（自主的）＋②（自己調整力）です。 

イメージでは 

〇「自主的」な子どもの姿              

 

 

 

 

  

【積極的に発表する 学習に意欲的に取り組む】 

 

〇「主体的」な子どもの姿 

 

 

 

 

 

 

 

【相手、教材、方法、場所を自分で選択する】 

◇７月の行事予定◇  

１日(火) 登校指導 

     読み聞かせ  

 ２日(水) 4 年校外学習（浄水場・環境衛生セ

ンター） 

      PTA役員会 

３日(木) 味-１グランプリ 

 

７日(月) 全校朝会 

８日(火) ６年校外学習（奈良）  

９日(水) 個人懇談 ～１１日 

１６日(水) 給食最終日 

      大掃除 

１７日(木) 校外児童会 

１８日(金) １学期終業式 

※味間小学校のホームページもご覧ください → 

「自主的」は、ある程度決まった方法（手を挙

げて発表する、ノートにまとめる等）に意欲的に

取り組む姿です。「主体的」は、学習方法を子ど

もが選択し、ときには自分で休憩も入れながら学

ぶ姿です。具体的には、一人でする、グループで

する、教科書を使う、タブレットで調べる、友達

と相談する、教師に質問するなどその時々で学び

方を自分の判断で変えるのです。 

文科省が「主体的な学び」を推奨する理由は大

きく 2 つです。１つは、変化の激しい社会で生き

ていくには、大人になってからも自分で学び続

け、自分をアップデートする必要があります。そ

のためには主体性は必須だからです。もう１つ

は、子どもはみんなちがう、だから一人ひとりに

合った学びが必要ということです。 

ただし、すべての授業が「主体的・対話的で深

い学び」である必要はありません。教科の特性や

児童の発達段階を踏まえ、授業を進めていく必要

があると考えています。 


